
2013.2.113 広報えな 12

　　

昔
か
ら
の
風
習
や
伝
統
を
残

そ
う
と
、
白
や
赤
、
黄
色
、
緑
、

ピ
ン
ク
の
餅
花
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１０
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

明
智
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

３
０
０
円
（
材
料
費

含
む
）

□
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
作
成
し
た
餅
花
は

５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
　

モ
ガ
・
サ
ロ
ン
（
伊
藤
千

鶴
）
志
５
４
―
２
４
５
０

　

昔
懐
か
し
い
土
び
な
や
、
江

戸
や
明
治
、
大
正
時
代
の
貴
重

な
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
も
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
上
矢
作
の
つ
ち
び
な
展
】

□
と
き　

４
月
３
日
㈬
ま
で
午

前
９
時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

　
　

上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
志
４
７

―
２
１
０
１（
月
曜
日
は
休
館
）

【
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
の
土
び
な

展
】

土
び
な
展

□
と
き　

２
月
２０
日
㈬
―
４
月

３
日
㈬

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
手
づ
く
り
の
店

土
び
な
づ
く
り
実
演
＆
体
験

□
と
き　

２
月
２３
日
、
３
月
２

日
、
９
日
（
土
曜
日
）
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

お
節
句
茶
会（
先
着
１
５
０
人
）

□
と
き　

４
月
３
日
㈬
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

　
　

道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

市
・
山
岡
」
志
５
９
―
０
０
５

１【
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り
】

段
飾
り
展
示

□
と
き　

２
月
１１
日
㈪
―
４
月

７
日
㈰

□
と
こ
ろ　

明
智
町
各
所

土
び
な
展
示

□
と
き　

３
月
１２
日
㈫
―
４
月

７
日
㈰
午
前
１０
時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン

タ
ー

　
　

日
本
大
正
村
志
５
４
―
３

９
４
４

【
串
原
の
土
び
な
展
】　

□
と
き　

２
月
７
日
㈭
―
４
月

２
日
㈫
午
前
１０
時
―
午
後
９
時

□
と
こ
ろ　

く
し
は
ら
温
泉
さ

さ
ゆ
り
の
湯

　
　

く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り

の
湯
志
５
２
―
３
１
３
１
（
水

曜
日
は
休
館
）

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

３
月
５
日
―
２６
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

と
７

セ
ブ
ン

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
学
び
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
講
座
】

□
と
き　

３
月
７
日
、
２１
日
、

２８
日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

と
７

セ
ブ
ン

を
使
い
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

登
録
や
ツ
イ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー

を
体
験
し
ま
す
。

□
料
金　

５
５
０
円
（
別
途
資

料
代
１
０
０
０
円
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

２
月
９
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。
初
め
て
受
講
す
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

恵
那
音
楽
劇
の
会
で
は
、
平

成
２６
年
１２
月
に
行
う
第
４
回
自

主
公
演
に
向
け
準
備
を
始
め
ま

し
た
。
公
演
で
使
用
で
き
る
衣

装
の
着
物
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

た
ん
す
に
眠
っ
て
い
る
着
物

が
あ
る
方
は
、
処
分
す
る
前
に

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
譲
っ
て
い

た
だ
け
る
方
は
、
電
話
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

恵
那
音
楽
劇
の
会
（
西
尾

千
夜
）
志
５
９
―
２
１
５
６

　

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
回か

い

想そ
う

法ほ
う

が
「
認
知
症
の
予
防
に
効
果
が
期

待
で
き
る
」
と
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

回
想
法
は
、
脳
を
活
性

化
さ
せ
心
を
元
気
に
す
る

心
理
療
法
で
す
。
昔
懐
か
し
い
生

活
用
具
な
ど
を
用
い
て
、
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら

皆
で
語
り
合
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
治
療
や
研
究
を
行
い

回
想
法
を
勧
め
る
医
師
は
「
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
『
昔
、

学
校
で
褒
め
ら
れ
た
』『
徒
競
走

で
一
番
を
取
っ
た
』
と
い
う
話
を

始
め
た
と
こ
ろ
、
患
者
の
脳
の
血

流
が
一
気
に
増
え
た
」
と
言
い
ま

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

す
。
回
想
法
に
よ
っ
て
脳
を
刺
激

す
る
こ
と
で
、
認
知
症
を
予
防
し

た
り
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
効

果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
回
想
法

を
利
用
し
た
活
動
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
世
代
間
の
交
流
と
い
っ

た
地
域
活
動
に
発
展
す
る
こ
と
。

高
齢
者
が
、
互
い
の
思
い
を
語
り

共
感
し
合
う
こ
と
で
、
心
の
絆
が

深
ま
る
こ
と
。
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
増
や
す
こ
と
で
、
家
族
も
地

域
も
元
気
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
明
知
鉄
道
を
利
用
し

て
明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
想お

も

い
出
列
車
運
行
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
に
、
お
し
ゃ
べ
り

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
で
、
回
想
法
を

学
ん
だ
方
た
ち
を
、
高
齢
者
宅
に

派
遣
。
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
孤
独

感
を
取
り
除
き
、
認
知
症
の
予
防

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

家
の
南
の
小
高
い
山
（
上
は
平

ら
）
に
、
遊
休
地
を
２
０
０
０
平

方
㍍
ほ
ど
所
有
し
て
い
ま
す
。今
、

そ
の
よ
う
な
土
地
に
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
太
陽
光
発
電

を
す
る
話
が
各
地
で
聞
か
れ
ま

す
。

　

立
地
条
件
や
面
積
な
ど
適
合
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
土
地
を

有
効
に
利
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

（
匿
名
・
長
島
町
）

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電

を
含
む
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
は
、
国
の
補
助
金
に
加
え
、

市
も
補
助
金
制
度
を
作
り
、
導
入

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
企
業
な
ど
が
進
め
て
い
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
で
は
、

企
業
か
ら
事
業
用
地
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
の
で
、
市
も
対
応
し
て

い
る
状
況
で
す
。
近
い
将
来
、
市

内
に
も
大
規
模
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
が
、
整
備
さ
れ
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

立
地
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
物

が
な
く
太
陽
が
一
日
中
当
た
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
個
人
所
有
の
土

地
で
は
、
市
が
利
用
者
の
募
集
は

で
き
ま
せ
ん
。
企
業
や
個
人
か
ら

事
業
用
地
あ
っ
せ
ん
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
場
合
、
土
地
所
有
者

の
承
諾
が
あ
れ
ば
紹
介
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
は

多
額
の
投
資
が
必
要
で
す
。
土
地

の
賃
貸
借
契
約
期
間
は
、
２０
年
と

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
多
く
、
土

地
所
有
者
の
理
解
も
必
要
で
す
。

慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

　

本
年
度
４
月
１
日
号
の
広
報
え

な
掲
載
の
特
集
「
本
年
度
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」

宣
言
を
実
践
し
生
涯
学
習
を
推
進

と
題
し
、
地
域
で
市
民
三
学
塾
を

開
催
し
て
、
市
民
三
学
運
動
を
進

め
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

提
案
が
あ
り
ま
す
。
岩
邑
中
学

校
で
は
、
佐
藤
一い

っ

斎さ
い

や
下
田
歌
子

な
ど
当
地
出
身
の
郷
土
の
偉
人
を

学
習
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
市
民

三
学
運
動
を
実
践
す
る
意
味
で
、

期
間
を
定
め
て
岩
村
町
の
各
観
光

施
設
で
、
実
習
を
兼
ね
て
試
験
的

に
、観
光
客
へ
の
案
内
（
ガ
イ
ド
）

を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

市
民
三
学
運
動
の
重
点

的
な
取
り
組
み
の
一
つ
に

学
校
で
の
先
人
教
育
の
推
進
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
先
人
学

習
は
、
岩
邑
中
学
校
を
は
じ
め
多

く
の
学
校
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や

職
業
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
、

児
童
や
生
徒
が
地
域
に
出
て
、
社

会
活
動
を
行
う
機
会
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
結
び
付
け
、
先
人

学
習
で
得
た
知
識
を
活
用
し
て
観

光
ガ
イ
ド
な
ど
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
市
民
三
学
運
動
の

三
つ
目
の
柱
「
学
ん
で
生
か
す
」

こ
と
へ
発
展
し
ま
す
。

　

提
案
の
方
法
も
含
め
、
学
校
や

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲懐かしい生活用具などを展示し
ている回想法センター

▲実践女子学園中等部の生徒にガイ
ドする岩邑中学校の生徒

▲土びな展では約１,５００体を展示 ▲絵付け体験できる土びなづくり

▲餅花作りには子どもたちも参加

回
想
法
に
よ
る
認
知
症

予
防
の
効
果
と
は

郷
土
の
偉
人
の
学
習
を

ガ
イ
ド
で
実
践
し
て
は

色
鮮
や
か
な
餅
花
作
り

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講
座

の
受
講
者
を
募
集

遊
休
地
を
太
陽
光
発
電

に
利
用
で
き
な
い
か

問 問

問 問

申
・
問

問

問

恵
那
の
お
ひ
な
さ
ん
め
ぐ
り

眠
っ
て
い
る
着
物
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い


